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平
成
三
十
年
十
二
月
二
日
千
葉
市
民
会

館
に
於
い
て
本
会
恒
例
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
が
今
回
は
「
千
葉
氏
顕
彰
会
」
と
の
共

催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
千
葉
氏
の
女
神
像
」

と
言
う
こ
と
で
千
葉
寺
の
境
内
に
鎮
座
さ

れ
て
い
る
瀧
蔵
権
現
神
社
に
関
す
る
学
術

的
な
解
明
を
諮
る
見
地
で
千
葉
寺
は
真
言

宗
豊
山
派
の
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

正
大
学
の
講
師
関
口
崇
史
先
生
の
基
調
講

演
を
戴
き
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
こ
の
講

演
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

演
題
は
「
長
谷
寺
と
瀧
蔵
権
現
」 

一
、
長
谷
寺
の
創
建
時
期 

 

奈
良
の
長
谷
寺
は
、
新
義
真
言
宗
豊
山

派
の
総
本
山
で
あ
り
、
そ
の
創
建
は
八
世

紀
初
頭
に
道
明
と
言
う
僧
侶
が
建
立
し
、

そ
の
後
僧
徳
道
が
十
一
面
観
音
を
本
尊
と

す
る
現
在
の
長
谷
寺
を
建
立
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

寺
の
縁
起
に
は
、
徳
道
の
説
話
な
ど
に
「
沙 

 

弥
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
記
さ
れ
て
い
ま 

が
、
こ
の
「
沙
弥
」
と
は
、「
未
だ
正
式
に

得
度
、
受
戒
し
て
い
な
い
修
行
者
が
当
時

山
岳
な
ど
で
淨
行
に
励
む
人
々
を
指
し
て

沙
弥
と
呼
ん
だ
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
道
明
は
弘
福
寺
の
僧
侶
だ
っ
た
の

で
、
徳
道
が
観
音
創
立
を
発
願
し
た
時
、

弘
福
寺
が
援
助
し
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

二
、
長
谷
寺
と
千
葉
寺
の
関
係
に
つ
い
て 

 

千
葉
寺
は
、
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
で

あ
り
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
「
関

東
真
言
宗
新
義
本
末
寺
帳
」
に
「
本
寺
宝

性
院
」「
寺
領
百
石
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
言
宗
の
密
教
は
そ
の
内
容
を
「
教
相
」

と
「
事
相
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
、
事
相

と
は
真
言
密
教
に
お
け
る
実
際
修
行
の
面

の
こ
と
で
あ
り
、
教
相
と
は
、
教
理
的
な

攻
究
を
さ
し
て
、
両
者
は
表
裏
一
体
を
な

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
五
）
に
豊
臣
秀

吉
に
よ
っ
て
根
来
寺
が
焼
き
討
ち
に
さ
れ

た
時
、
宮
賢
房
専
誉
は
難
を
逃
れ
る
為
に
、

長
谷
寺
に
入
っ
た
。
ま
た
、
尭
性
房
玄
宥

は
京
都
の
智
積
院
に
逃
れ
た
。
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
当
時
、
長
谷
寺
が

南
都
に
お
け
る
勢
力
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

三
、
長
谷
寺
と
瀧
蔵
権
現 

 

さ
て
、
本
日
の
主
題
で
あ
り
ま
す
、
こ

の
瀧
蔵
権
現
（
奈
良
で
は
タ
キ
ノ
ク
ラ
ゴ

ン
ゲ
ン
と
言
う
）
は
鎌
倉
時
代
に
長
谷
寺

の
勧
進
聖
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
長
谷

寺
験
記
」
と
い
う
文
書
に
よ
る
と
、
北
野

天
神
即
ち
菅
原
道
真
公
が
当
地
の
初
瀬
に

現
れ
て
、
こ
の
地
の
地
主
神
で
あ
っ
た
瀧

蔵
権
現
か
ら
社
地
を
譲
ら
れ
て
「
与
喜
天

神
」
を
同
地
に
鎮
座
し
た
と
い
う
記
述
が

あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
①
瀧
蔵
権
現
は
俗
体
の
男
神
で

あ
る
。
即
ち
地
主
で
あ
っ
た
の
だ
。
②
瀧

蔵
権
現
は
も
と
も
と
初
瀬
の
地
主
の
身
と

し
て
初
瀬
川
の
川
上
に
鎮
座
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
③
瀧
蔵
権
現
が
鎮
座
さ
れ

て
い
た
場
所
に
、
現
在
は
「
与
喜
天
神
社
」

が
祀
ら
れ
て
お
り
、「
瀧
蔵
権
現
神
社
」
は

更
に
山
深
く
の
瀧
倉
山
に
鎮
座
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
後
も
長
谷
寺
の
奥
の
院

と
称
し
、
長
谷
寺
へ
詣
で
て
も
同
神
社
に

参
詣
し
な
け
れ
ば
、
ご
利
益
が
半
減
す
る

と
伝
え
ら
れ
、「
今
昔
物
語
集
」
に
は
、
あ

る
と
き
、
瀧
蔵
権
現
の
御
堂
が
崩
落
し
、

多
数
の
死
者
が
出
た
が
、
し
か
し
、「
女
一

人
、
男
三
人
、
子
童
二
人
が
谷
の
底
に
落

ち
た
け
れ
ど
も
、
露
ほ
ど
の
疵
も
無
く
助

け
ら
れ
た
。
こ
の
生
還
し
た
者
達
は
、
前

生
の
宿
業
が
良
か
っ
た
為
で
あ
っ
て
、
神

の
助
け
、
観
音
の
加
護
こ
そ
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
瀧
蔵
権
現
と
長

谷
寺
の
十
一
面
観
音
の
表
裏
一
体
の
御
加

護
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
以

降
、
瀧
倉
権
現
を
「
本
地
主
」
と
与
喜
天

神
を
「
今
地
主
」
と
称
し
て
い
る
の
で
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

次
に
巻
七
「
宇
多
院
除
春
宮
御
脳
建
立 

長
勝
寺
第
七
・
付
美
徳
門
院
御
利
生
事
」

と
い
う
文
書
に
は
、「
日
天
子
に
嫁
い
で
男

子
を
も
う
け
た
尼
が
、
美
徳
門
院
（
藤
原

得
子
）
が
出
産
す
る
予
定
の
女
子
と
取
り

替
え
男
子
に
転
じ
た
為
と
す
る
。
男
子
は

後
の
近
衛
天
皇
で
あ
り
、
尼
は
瀧
蔵
権
現

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

巻
下
第
一
「
当
寺
末
建
立
前
帰
此
山
者

成
所
願
事
第
一
・
付
諸
人
得
益
事
」
と
い

う
文
書
に
は
、
信
濃
国
更
級
郡
の
新
長
谷

寺
（
信
濃
長
谷
寺
）
の
縁
起
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
白
介
翁
は
両
親
の
菩
提

を
弔
う
た
め
、
長
谷
寺
創
建
以
前
の
舒
明

天
皇
（
六
二
九
～
六
四
一
）
の
時
代
に
、

初
瀬
山
で
十
一
面
観
音
の
利
生
を
得
た
と

い
う
。
白
介
は
、
観
音
の
使
い
で
あ
る
童

子
の
教
え
に
従
い
、
最
初
に
出
会
っ
た
女



性
を
妻
と
し
た
。
信
濃
に
帰
っ
て
後
、
女

性
と
観
音
の
加
護
に
よ
り
、
男
は
領
家
代

と
し
て
成
功
し
、
新
長
谷
寺
を
建
立
し
た
。

そ
れ
は
、
女
性
の
正
体
が
瀧
蔵
権
現
で
、

長
谷
観
音
の
使
い
と
し
て
、
白
介
に
新
長

谷
寺
を
建
立
さ
せ
る
た
め
に
更
級
郡
に
や

っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
目

的
を
果
た
し
た
女
は
自
身
の
正
体
を
明
ら

か
に
し
、
初
瀬
の
地
に
帰
っ
て
行
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。「
長
谷
寺
験
記
」
に
は
、
瀧

蔵
権
現
は
性
別
に
揺
れ
が
あ
り
、
男
神
・

女
神
の
ど
ち
ら
に
も
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

之
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地

が
あ
る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。 

四
、
瀧
蔵
権
現
と
長
谷
山
口
神 

 

巻
下
第
一
に
お
い
て
、
女
（
瀧
蔵
権
現
）

は
、
白
介
の
前
に
「
童
子
」
を
連
れ
て
現

れ
た
。
そ
し
て
女
が
姿
を
消
す
と
童
子
も

空
に
昇
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
童
子
は
長

谷
山
口
神
（「
我
は
、
長
谷
寺
山
口
の
神
也
」

で
あ
っ
た
と
い
う
）「
長
谷
寺
験
記
」
の
序

文
に
お
い
て
は
、
天
照
大
神
の
託
宣
を
手

力
雄
神
か
ら
伝
え
ら
れ
た
徳
道
が
長
谷
寺

を
建
立
し
た
と
記
す
の
が
、
こ
の
手
力
雄

神
を
祭
神
と
し
た
の
が
長
谷
山
口
神
社
で

あ
り
ま
す
。 

（
注
）
手
力
雄
神
と
女
神
（
豊
秋
津
姫
）

の
関
係
か
ら
、
瀧
蔵
権
現
に
は
豊
秋
津
姫

の
神
格
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
無
い

か
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。 

又
、
瀧
蔵
権
現
と
長
谷
山
口
神
は
、
共
に

農
業
神
で
あ
り
、
水
神
、・
雷
神
と
し
て
の

共
通
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
た
の
で
は

無
い
で
し
ょ
う
か
。 

五
、
瀧
蔵
神
社
の
神
像 

 

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
岡
田
杲
師

氏
に
よ
る
同
神
社
の
神
殿
開
扉
記
録
に
よ

る
と
、
以
下
の
神
像
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。 

①
中
殿 

女
神
坐
像
（
六
六
セ
ン
チ
）・
瀧

蔵
神
像
画
幅
（
比
丘
尼
像
、
応
永
十
一

年
（
一
四
〇
四
）
）・
虚
空
蔵
坐
像 

②
右
殿 

半
身
女
神
像
（
七
五
セ
ン
チ
）
・

童
神
坐
像
（
三
三
セ
ン
チ
） 

③
左
殿 

男
女
神
像
（
七
〇
セ
ン
チ
）・
立

像
六
躯
（
二
〇
セ
ン
チ
前
後
）「
疱
瘡
神
」

と
墨
書
さ
れ
た
家
形
厨
子
・
聖
観
音
坐

像 
 

（
注
）「
瀧
蔵
神
像
画
幅
」
以
外
の
制
作
年

代
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
、
中
殿
の
女

神
坐
像
に
つ
い
て
、
薬
師
寺
の
「
貞
観

像
」
を
遡
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

更
に
、
瀧
蔵
権
現
と
紀
伊
国
熊
野
神
社

の
新
宮
「
速
玉
男
神
」
と
同
神
説
を
指

摘
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。 

   

フ
ェ
ス
タ
ー
参
加
の
報
告 

昨
年
十
一
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
二

日
間
千
葉
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
フ

ェ
ス
タ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
三
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
本

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
下
さ
い
。 

ト
ピ
ッ
ク
ス
「
御
船
山
合
戦
」 

 

房
総
半
島
中
南
部
に
御
船
山
と
い
う
小

さ
な
山
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
そ
の
昔
室

町
時
代
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た
所
で
す
。

時
は
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
織
田
信
長

は
美
濃
国
稲
葉
山
に
齋
藤
龍
興
を
滅
ぼ
し
、

此
処
を
岐
阜
城
と
改
め
、
自
身
の
居
城
と

し
た
の
で
す
。
そ
の
頃
房
総
で
は
小
田
原

の
北
条
氏
と
安
房
の
里
見
氏
が
度
々
争
い

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
国
府
台
合
戦
に

続
い
て
永
禄
十
年
、
西
上
総
の
三
船
山
（
富

津
市
と
君
津
市
の
境
）
に
於
い
て
戦
っ
た

の
で
す
。
長
い
間
両
氏
は
此
の
地
域
に
於

い
て
も
闘
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
八
月
二

十
三
日
、
北
条
氏
政
、
氏
照
の
父
子
は
真

里
谷
（
木
皿
津
市
）
方
面
か
ら
三
船
山
に

登
り
陣
所
（
君
津
市
）
に
結
集
し
た
。
総

勢
三
千
騎
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
小
さ

な
山
に
三
千
騎
の
兵
と
馬
が
集
結
す
る
の

は
物
理
的
に
無
理
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 

一
方
、
里
見
軍
は
勝
浦
の
正
木
大
膳
亮
を

八
幡
山
に
潜
ま
せ
、
父
の
里
見
義
堯
は
三

船
山
の
南
虚
空
蔵
山
（
富
津
市
障
子
谷
）

に
陣
し
て
、
子
の
義
弘
は
西
南
八
幡
の
森

（
富
津
市
相
野
谷
）
に
陣
取
り
し
て
、
矢

戦
が
始
ま
る
と
、
北
条
軍
を
出
来
る
だ
け

引
き
寄
せ
て
か
ら
、
待
ち
伏
せ
さ
せ
て
お

い
た
正
木
軍
百
騎
に
合
図
し
て
横
か
ら
切

り
込
み
攻
撃
さ
せ
た
。
北
条
軍
は
、
混
乱

し
、
道
に
迷
う
者
、
退
却
す
る
者
が
続
出

し
た
。
八
幡
山
の
北
方
に
「
蓮
沼
」
と
い

う
沼
が
あ
り
道
不
案
内
の
北
条
軍
は
、
朝

霧
の
た
め
に
次
々
と
泥
沼
に
は
ま
り
、
身

動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
ん
な
中
で
武
蔵
国
岩
付
（
さ
い
た

ま
市
岩
槻
区
）
か
ら
参
加
の
大
田
氏
資
は

五
十
二
騎
の
兵
を
率
い
て
北
条
軍
に
参
戦

し
て
い
た
が
、
此
の
戦
で
全
員
が
討
ち
死

に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
里
見
義
堯
は

九
月
八
日
、
岡
本
城
（
南
房
総
市
富
浦
）

の
実
子
里
見
義
頼
に
「
敵
は
退
散
し
た
の

で
、
我
々
の
満
足
は
、
こ
の
上
も
な
い
も

の
だ
。」
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
義
弘
も

又
弟
の
義
頼
に
「
敵
の
退
散
し
た
こ
と
は

再
三
申
す
よ
う
だ
が
大
慶
で
あ
る
」
と
喜

び
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一

次
国
府
台
合
戦
及
び
第
二
次
国
府
台
合
戦

と
二
度
に
亘
り
、
北
条
軍
に
敗
れ
た
里
見

氏
が
三
船
山
の
合
戦
に
勝
利
し
て
、
房
総

の
地
に
勢
力
を
回
復
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。  





「
池
田
の
池
」
現
地
見
学
の
概
要 

 

去
る
三
月
十
九
日
、
本
会
勉
強
会
の
一

環
と
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
「
池
田
の
池
」

の
現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
、
現
地
を
歩
き
な
が
ら
、

千
葉
の
昔
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

太
古
の
昔
、
千
葉
市
街
地
の
大
半
は
大

き
な
内
海
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
五
千

年
前
～
七
千
年
前
に
起
き
た
縄
文
海
進
に

よ
り
、
海
食
崖
が
削
ら
れ
、
内
湾
に
砂
州

が
形
成
さ
れ
て
、
陸
地
や
沼
沢
地
が
出
来

て
き
ま
し
た
。
此
の
時
代
に
「
池
田
の
池
」

と
言
わ
れ
る
低
湿
地
が
現
在
の
市
街
地
東

部
（
本
町
・
亀
井
町
・
鶴
沢
街
等
）
に
形

成
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

此
の
低
地
は
、
西
が
砂
州
で
陸
地
化
し

た
土
地
で
あ
り
、
南
は
千
葉
大
學
の
あ
る

亥
鼻
台
地
、
東
は
都
小
学
校
や
延
命
寺
の

あ
る
都
町
台
地
、
北
は
登
渡
・
椿
森
台
地

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
此
の
地
区
に
、

東
南
東
か
ら
都
川
が
流
入
し
、
沼
や
沢
が

沢
山
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
下
図

参
照
）
。
此
の
地
図
に
あ
る
点
線
の
中
が

「
池
田
の
池
」
と
「
低
湿
地
」
と
言
わ
れ

る
地
域
を
示
す
も
の
で
す
。 

今
回
集
合
し
て
戴
い
た
本
町
公
園
は
も

と
も
と
土
地
が
隆
起
し
て
お
り
、
池
の
一

部
だ
と
は
考
え
に
く
い
で
す
。 

  
  

 

   

も
う
少
し
都
川
の
上
流
に
進
み
、
亀
岡
橋

付
近
か
ら
都
川
に
沿
っ
て
東
に
進
と
、
童

橋
が
あ
り
、
此
の
橋
の
下
に
旧
中
溝
川
が

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
暗
渠
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
都
川
の
水
深

が
最
も
深
い
場
所
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

 

更
に
、
都
川
を
上
流
に
進
む
と
左
は
低

湿
地
、
右
は
亥
鼻
台
で
あ
り
、
支
川
都
川

と
の
合
流
地
が
あ
り
ま
す
。
池
の
端
と
思

わ
れ
る
小
路
は
、
都
町
五
叉
路
付
近
が
東

南
端
で
、
青
葉
の
森
通
り
に
沿
っ
て
北
に

向
か
い
ま
す
と
、
都
町
小
学
校
の
あ
る
台

地
に
突
き
当
た
る
の
で
、
こ
の
小
路
は
北

に
進
み
ま
す
。
こ
こ
は
都
町
小
学
校
と
延

命
寺
の
あ
る
台
地
と
の
間
に
低
地
が
東
に

確
認
さ
れ
、
こ
の
地
に
弥
生
時
代
の
遺
跡

（
住
居
跡
）
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
ま
で
は
延
命
寺
の
東
側
に
小
さ

な
池
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
此
の
延
命

寺
や
諏
訪
神
社
下
を
西
に
進
ん
で
右
側
の

台
地
と
左
の
湿
地
の
間
に
農
家
が
並
び
豊

か
な
農
地
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。 

 
千
葉
常
重
は
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）

に
上
総
の
大
椎
（
土
気
）
か
ら
此
処
に
移

っ
て
池
や
湿
地
を
干
拓
し
、
私
営
田
領
地

を
造
成
し
た
の
で
す
。
戦
前
は
県
立
の
農

業
試
験
場
の
試
験
田
で
あ
っ
た
が
、
先
の

大
戦
で
千
葉
市
は
大
空
襲
で
被
害
を
受
け
、

此
処
の
農
地
は
陸
地
化
さ
れ
市
営
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
、
宅
地
化
が
進
み
ま
し
た
。 

 

次
に
北
側
は
国
道
五
一
号
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
低
地
に
あ
り
、
か
な
り
古
く

て
、
池
と
の
関
係
が
良
く
解
り
ま
せ
ん
。

途
中
に
旧
中
溝
川
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

水
源
地
が
開
発
さ
れ
、
水
の
流
れ
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
先
、
北
側
か
ら
葭
川
が
流
入
し
て
、

千
葉
市
民
会
館
の
前
を
通
っ
て
南
へ
進
み
、

都
川
に
合
流
し
ま
す
。
こ
の
川
が
池
田
の

池
と
合
流
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の

経
緯
も
難
し
い
で
す
。
国
道
五
一
号
の
道

場
バ
ス
停
か
ら
南
に
小
路
が
あ
り
、
ま
さ

に
池
の
端
の
名
残
の
よ
う
に
小
路
が
続
き

ま
す
。
此
処
に
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
と
言

う
公
園
が
あ
り
、
地
質
調
査
の
た
め
試
掘

さ
れ
た
場
所
で
す
。
更
に
進
ん
で
、
本
町

小
学
校
の
裏
門
に
続
き
、
小
学
校
の
中
を

通
っ
て
最
初
の
亀
岡
橋
ま
で
小
路
は
続
き 

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
調
査
し
て
下
さ
い
。 

 
 

（
担
当
）
高
野
利
太
郎 

編 

集 

後 

記 

 

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
第
七
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
こ
の
会
報
に
つ
い
て
、

ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
又
、

会
員
の
研
究
成
果
を
是
非
発
表
の
場
と
し

て
活
用
し
て
下
さ
い
。
高
野
ま
で 

〇
九
〇
ー
三
〇
八
五
ー
七
一
三
〇 


